
令和２年度第１回山陽小野田市健康づくり推進協議会の書面による開

催に伴う委員の方からの御意見等と市の考え方または対応等 

 

 １．母子保健事業について（１～７ページ）  

事業  御意見・御質問等  市の考え方または対応  

す
く
す
く
相
談 

・
随
時
育
児
相
談 

相談内容に深刻なものがある

か？あれば、どのように対応

し、関係機関との連携はどの

ようになっているか？ 

相談内容は様々ですが、深刻な

も の と し て は 虐 待 に 関 す る こ

と、ＤＶなどが挙げられます。小

児科医師、児童相談所、家庭児童

相談員、民生委員児童委員、主任

児童委員、母子保健推進員、市民

活動推進課等の関係機関と連携

を取り対応しています。  

発
育
・
発
達
事
業(

療
育
教
室) 

早期に対応できることが大切

だと思うので、気軽に相談が

出来る様にしてほしい。  

発育・発達に関する相談はデリ

ケートな内容であるため、相談

するまでに時間がかかることが

あります。幼児健診やその事後

フォロー、保育園・幼稚園との連

携の中で、保護者に寄り添いな

がら早期に対応できるように心

がけています。  

保育園・幼稚園においても協

力いただき早期発見療育でき

るように願う。  

現時点でも保育園・幼稚園と連

携を取りながら発育発達事業に

取り組んでおります。今後も同

様に実施してまいります。  

妊
婦
健
康
診
査 

「健診費用を一部助成する」

とあるが全額助成はできない

か。 

全額助成すると現行の一部助

成よりどれだけの財源が必要

となるか。  

妊婦健康診査は、県内で標準的

な検査内容等が示されており、

当市でもそれに基づいた検査内

容については、全額助成を行っ

ています。ただし、妊娠経過によ

っては、それ以外の追加検査が

必要となる場合があり、その検

査については全額自己負担もし

くは、医療保険適用での検査と

なります。追加検査は人によっ

て様々であるため、試算は難し

く、現時点においては、これ以上

の助成は考えておりません。  



妊
婦
健
康
診
査(

歯

科
健
診)

 

費用の助成は考えているか。

治療費まで全額助成すべきと

考える。その場合、どの程度

の予算が必要か試算すべきで

ある。 

歯 科 健 診 の 費 用 は 全 額 補 助 で

す。治療は、妊娠期間中には行え

ないものもあり、また、どこまで

を治療の一環とするかの判断が

難しく、試算は難しいと考えま

す。以上のことから現時点にお

いては、治療費の助成は考えて

おりません。  

幼
児 

健
康
診
査 

幼児健康診査等を受診する方

は、子育てに関心が有るので

問題はないが、それ以外の親

達への指導に工夫の余地があ

るのではないか。  

受診されない方には、対象年齢

内までは粘り強く受診勧奨をし

ています。対象期間を過ぎた方

には訪問等で直接お会いし、子

どもの成長発達、家庭環境の確

認等を行っております。  

産
後
ケ

ア
事
業 

全て公費で賄うのか。そのよ

うな配慮が必要である 

所得に応じて 1 割負担としてお

ります。所得の低い方は全て公

費としております。  

母
子
事
業
全
般
的
な
こ
と 

子育てを放棄している実態が

有りこの様な社会は解消する

必要がある。市内ではこの実

態はないのか。  

 育児放棄をする実態は当市に

もあります。子育て支援課の家

庭児童相談員、民生児童委員、主

任児童委員、母子保健推進員、保

育園・幼稚園、教育委員会等関係

する様々な機関と連携をとりな

がら対応しております。  

妊娠、出産、育児、発育と母

子の健康・健全な発育と一貫

した充実した事業計画と評価

する。 

今後も子育て支援課をはじめ、

関係各課、関係機関と連携を取

りながら事業実施、普及啓発等

に努めていきたいと考えており

ます。  市民行政が色々な面でサポー

ト又は積極的な支援をされて

いる。これをどんどん活用さ

れることを願う。  

妊娠中の歯周病による早産や

低体重出産のリスクがあると

いうことに驚き、若い方に伝

えたいと思う。  

今後も普及啓発に努め、安心・安

全な出産に向けた支援を行って

いきたいと考えています。  

 

 

 

 

 

 

 



 ２．成人保健事業について（８～１３ページ）  

 御意見・御質問  市の考え方または対応  

健
康
体
操 

ＳＯＳ体操の普及を進める

ことを望む。健康体操時に

指導してはどうか？  

市内の公民館及び福祉会館等１１

箇所で、健康体操を実施しており、

既に、ＳＯＳおきよう体操を取り

入れております。また、各実施場所

に保健師が年２～３回は出向いて

必要な指導等は行っています。  

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
・
健
幸
ア
プ
リ 

現在、ジムなどの利用にも

私自身抵抗を感じている。

県が実施している健幸アプ

リを活用して県外に旅行に

行ったり、ジムの利用では

なく、県内を目的をもって

歩くなど健康増進につなが

る取組を市内住民にもっと

勧めるといいと思う。  

現在、市では健康マイレージ事業

及 び や ま ぐ ち 健 幸 ア プ リ を 推 進

し、ホームページには市内のおす

すめウォーキングコース等を掲載

しています。これらの活用を市民

に勧め、健康づくりへとつなげて

いただけるよう取り組んでいきた

いと考えています。  

 

健康マイレージ事業の実績

は？健診等で配布はしてい

るが、応援カードの発行が

どのくらいあるのか。 

令和元年度の実績については、令

和２年度第２回の健康づくり推進

協議会で報告します。  

が
ん
検
診 

前立腺がん検診が「市内の

50 歳～ 70 歳の男性」となっ

ているが、70 歳以上の人が

対象になっていないのはな

ぜか。 

前立腺がん検診を開始する際に、

医師会の専門医と協議の上、検診

としての意義を考え、50 歳～ 70 歳

までとしました。  

正直に言うと、コロナ禍で

検診に行くのも躊躇してい

ます。  

検診実施機関には、検診時におけ

る感染症対策についての文書を送

付し、感染予防対策を実施しなが

らの検診に御協力いただいており

ます。厚生労働省からも自覚症状

が現れにくい病気も少なくないこ

とから、適切な時期の検診受診を

することが推奨されています。  

検診を受診する姿勢が自分

を含め薄いと思う。いろい

ろ と 健 診 の 必 要 性 を 聞 く

が、受診しないのは困りま

すね。 

検診受診の意識向上のため、今後

も様々な取組を実施していきたい

と考えています。  

「お試し乳がん検診」は子

育て世代の方には託児付き

で助かると思う。  

お試し乳がん検診は、 令和元年度

中に 38 歳になられる方、先着 30

名が受診可能な取組ですが、個別

健診であったため、託児は付けて

おりません。なお、令和 2 年度は、

集団健診でも受診可能 な体制とし

ており、託児付きの集団健診時に

も利用可能です。  



若
者 

健
康
診
査 

良いことだと思う。対象者 

は何人ぐらいか。また、費 

用は全額助成が望ましい。 

その場合どの程度の予算が 

必要か。  

対象者は、対象人口から 職場での

健 診 の 機 会 が あ る 方 等 を 除 く た

め、正確な把握はできておりませ

ん。そのため、予算額の試算は困難

です。  

40 歳 以 上 の 成 人 を 対 象 と

した保健事業に加え新規に

若者対応の健康診査に他の

制度で受診する機会のない

人々、フリーター、失業者、

学生、ホームレス等増加に

伴い、賛同できる。  

対象者への周知に努め、一人でも

多くの方に受診していただけるよ

う、今後も努めていきます。  

ひ
き
こ
も
り
支
援 

ひきこもり支援を拡充され

たのはよいと思います。ひ

きこもりについて、なかな

か相談につながりにくいと

い う の が あ る と 思 い ま す

が、窓口の周知やその他に

ついて、なにか具体的な工

夫などはありますか。 

ひきこもりは、なかなか表に出に

くい問題と認識しております。こ

れまでもケアマネジャーやケース

ワーカーをはじめとした関係者か

らつながるケースが多く、まずは

関係者への周知に力を入れます。

また、ひきこもりであっても、コン

ビニ等は人のいない時間等に利用

する方もいると聞いて いるため、

市内のコンビニ等にポスター掲示

と人目を気にせず手にとれるカー

ドサイズのチラシを設置します。  

ひきこもり支援の相談支援

窓口が、宇部市にある NPO

法人に委託となっています

が、市内での委託や市の窓

口に設置することはできな

いでしょうか？  

現在、委託した法人は既にひきこ

もり相談での実績があるところで

す。市内でひきこもり相談に対応

可能な事業所等があるようでした

ら、研究させていただきます。ま

た、市の相談窓口は、現在、健康増

進課となっております。  

自
殺
対
策
事
業
等 

自殺対策、ひきこもり支援

等、いずれも心のサポート

は難しい。そうなる前に出

前講座、子供市民教育推進

事業等こちらから出向いて

話をすることは、とても有

意義な事だと思います。 

昨年度より、出前講座、子ども市民

教育推進事業等のメニューにここ

ろや自殺関係の内容を充実し、出

向いての健康教育の実施体制を整

備しています。  

不登校の生徒が多いようで

す。地域での見守りを考え、

現実問題として地域にも知

らせてほしいと思います。 

不登校の生徒に関する地域の見守

り等については教育委員会とも連

携し、対応を考えてまいります。  

成

人

事

業

全

般
的
な
こ
と 

いずれも素晴らしい取組な

ので、あとはいかに多くの

市民に周知徹底し、実施し

ていただくかの問題が大き

いと思います。  

周知はいつも課題となります。一

人でも多くの方に情報が届くよう

に努めていきたいと考えておりま

すし、委員の皆様にも御協力をお

願い致します。  



 ３．健康づくり事業について（１４～１６ページ）  

 御意見・御質問  市の考え方または対応  

健
康
増
進
計
画
推
進
事
業 

ソーシャル・キャピタルの

醸 成 に 向 け た 取 組 に つ い

て、この事業の支援等だけ

で「醸成」が図られるか。ソ

ーシャル・キャピタルとは

非常に幅広い概念である。

個々人の力によって地域力

を上げることにより社会を

より良くするという考え方

であり、地域住民・個々人が

ボランティア活動や各種活

動に積極的にかかわること

により心身ともに健康にな

りひいては社会全体が健全

になるということである。 

市民がどの程度ボランティ

ア活動や地域活動に従事し

ているかアンケート調査等

をして実態をつかみ今後の

取組を考える必要がある。 

ソーシャル・キャ ピタルの醸成に

向けた取組は健康 づくり分野だけ

でなく様々な分野 とも関係が深い

ことは御指摘のと おりです。本市

では昨年度から、 スマイルエイジ

ングの「交流」の分野において市民

ひとり一人が生き がいを持ち、支

え合い、つながり を深める取組を

全庁体制で検討しています。  

また、第２次健康 増進計画を策定

する際に、ボラン ティア活動や地

域のための健康づ くり活動につい

てアンケートを行 い、実態調査を

実施しています。 令和５年度の中

間評価や令和１２ 年度の最終評価

でも同様の調査を 行う予定にして

おり、進捗状況の 確認及び今後の

取 組 を 考 え て い き た い と 思 い ま

す。  

S
O

S

健
康
フ
ェ
ス
タ 

看護協会では、今年は「まち

の保健室」も中止しており、

ＳＯＳ健康フェスタへの参

加も難しいのではないかと

思う。イベント開催に関し

ては、内容や方法など十分

な検討が必要と思う。  

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 拡 大 防 止 の た

め、市でも様々な 行事を中止及び

延期にしています。今年度の SOS

健康フェスタにつ いては、情報発

信を中心とした動 画で実施する予

定です。  

毎年フッ素塗布を行ってい

ましたが、コロナ禍の状況

で無理だと思っています。

皆様の安全、安心を第一に

考えたいと思っています。 

ＳＯＳ健康フェスタについ

ては、新型コロナウイルス

の 流 行 が 収 ま ら な い 場 合

は、中止の検討が必要と感

じた。 

市民の健康づくりのＰＲに

とても良いと思いますが、

少しマンネリ化している様

です。今一歩楽しく参加出

来るようにしたいです。  

健康フェスタは今年度で 11 回目を

迎えます。多くの 市民の方が健康

について考え、楽 しみながら健康

づくりが行えるき っかけとなるよ

う内容も充実させ ていきたいと考

えています。  



ス
マ
イ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

昨年度、このプロジェクト

の立ち上げが目標であった

が、立ち上げたのか。協議会

は開催したか。  

名称を「健康づく りの推進に関す

る医療保健専門職 団体プロジェク

ト」と変更し、会議を４回開催し、

専門職団体と健康 づくりの取組に

ついて協議を行いました。  

プロジェクトの構成団体や

進捗状況を知りたい。 

構成団体は 14 団体（医師会、歯科

医師会、薬剤師会、看護協会、栄養

士会、歯科衛生士 会、理学療法士

会、作業療法士会、言語聴覚士会、

精神保健福祉士会、教育研究会、日

本健康運動指導士 会、山陽小野田

市立山口東京理科 大学）で構成し

ています。  

昨年度は４回会議 を開催し（１回

は新型コロナウイ ルス感染拡大防

止のため中止）、専門職関係団体と

目的を共有しなが ら、健康寿命の

延伸に向けた自主 的な新たな取組

の検討を行いました。  

魅力的な新規事業の展開が

楽しみです。3 つの新規事業

を集中的に取り組むことに

より、スマイルエイジング

プロジェクトを成功に導け

たらと思います。  

スマイルエイジン グを市民と一緒

に推進するために 、新規事業や既

存事業を活用しな がら積極的に展

開していきます。  

ス
マ
イ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
健
康
講
座 

 
 

 
 

 
 

 

（
出
前
講
座
） 

自治会においても、健康教

室を講師を招き開催を。 
昨年度より出前講 座等のメニュー

を増加して自治会 等で実施可能な

体制整備を行って います。御依頼

をお待ちしております。  

毎年 1 回程度講習を開催し

ています。（老人クラブ）が

65 歳以上の高齢者対象の講

習会等は、公民館活動とし

て取り組みを進められると

良いと思いますが?  

スマイルエイジン グ健康講座シリ

ーズでは各団体の 依頼を受けて出

前講座を実施して います。様々な

テーマを用意して いますので、ご

利用いただけたらと思います。  

ウォーキングを推進してい

くための健康講座（出前講

座）を開き自治会での定期

的なウォーキングを推進で

きれば。  

スマイルエイジン グ健康講座シリ

ーズでは各団体の 依頼を受けて出

前講座を実施して います。外部講

師によるウォーキ ング講座もあり

ますので、ぜひ活 用していただき

たいと思います。  



ス
マ
イ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ 

強
化
月
間
制
定
事
業 

「心身の健康を保つ」「健康

寿命の延伸」の実現に向け

てのスマイルエイジングの

推進強化対策は多いに賛成

である。楽しみながら健康

づくりに取り組む企画の市

民からの募集 小、中、高校

生からの募集等検討された

らと思う。  

今年度からスマイ ルエイジング推

進のために、１１ 月をスマイルエ

イジング強化月間 と制定し、その

取組として、レシ ピやお弁当コン

テストを行います 。お弁当コンテ

ストは小・中・高校生を対象に実施

します。その他、市民や市内団体か

らおすすめのウォ ーキングコース

を募集するなど、 市民と一緒にス

マイルエイジング に 取り組むこと

としています。  

ス
マ
イ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ 

ウ

ォ

ー

キ

ン

グ

推

進

事

業 

良いことだと考える。これ

を 強 力 に 推 進 す る た め に

は、“きっかけ”と“報酬

（健康体プラス α）”が必

要。“きっかけ”は、この

「内容」に盛り込まれてい

るが、実施した人には何か

特典等を考えたいが、何か

考えはあるか。（ポイントあ

るいは地元のちょっとした

商品等が考えられる） 

健康マイレージや やまぐち健幸ア

プリなどを合わせ て利用してもら

うことでお得感を 感じていただけ

るように工夫しています。また、ウ

ォーキングコース 募集では抽選で

景品も準備しています。  

た
ば
こ
対
策 

「喫煙と健康に関する正し

い知識」は、今の時代、小学

生からではなく低年齢の保

育園、幼稚園児にも、たばこ

→健康の話をする必要があ

ると感じた。  

保育園・幼稚園側 とその必要性を

共有し、連携を図りながら、日常の

保育や教育の中で のたばこに関す

る知識の普及もふ まえて行ってい

きたいと思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４．食育事業について（１７～１９ページ）  

 御意見・御質問  市の考え方または対応  

野
菜
摂
取
及
び
減
塩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

塩 分 濃 度 計 の 貸 し 出 し と あ

るが、これは良いことだと考

える。多くの人に貸し出して

も ら い 意 識 を 高 め て 欲 し い

し、減塩に慣れてほしい（習

慣化）が、どのように周知す

るか。また、貸出期間や台数

はどのようになっているか。

昨 年 度 の 貸 し 出 し 実 績 は い

かがだったか。  

周知につきましては、市広報、ホー

ムページ、ポスター作成、各教室等

で啓発しています。  

昨年度は、幼稚園・保育園・小学校・

中学校の食育担当者、ねたろう食

育博士、食生活改善推進協議会等

食に関連する団体に貸し出しにつ

いて情報提供を行い、団体が減塩

に関する啓発を行う際に貸し出し

を行いました。今後は、市民への貸

し出しについても啓発していきた

いと考えています。  

実績につきましては、  

・塩分濃度計 10 本  

・貸出期間  

前日、当日、翌日の 3 日間  

・昨年度実績 ５回    です。  

食
生
活
改
善 

地
区
組
織
活
動 

活動の実践、推進を強化、組

織の拡大に期待したい。地区

社 協 、 ふ る さ と 作 り 協 議 会

等、協力団体等の連携強化を

推進する。  

 

現在、会員の高齢化が課題の一つ

ではありますが、養成講座・研修会

等を開催し、活動の充実を図るよ

う支援しています。また、他団体と

連携することで、一層効果的な活

動ができるよう情報共有を行って

いきたいと考えます。  

地 区 の 行 事 に 入 っ て 説 明 す

る 様 に 巾 を 広 げ て 欲 し い も

のです。  

市主催の会員研修会を受講した食

生 活 改 善 推 進 員 が 地 区 活 動 と し

て、各地域で活動されています。同

様に市の専門職が地域に出向いて

出前講座を行っていますので、多

くの場で御活用いただきたいと思

います。  

食
生
活
改
善 

推
進
員
養
成
講
座 

食 生 活 改 善 推 進 員 の 養 成 講

座 は 自 治 会 で の 活 動 と し て

推 進 で き れ ば い い の で は な

いか。  

食生活改善推進員養成講座は、市

主催で 3 年に 1 度実施しています。

自治会単位には会員がいない場合

もありますが、小学校区ごと に会

員がおりますので、地域と密着し

た活動が可能であると考えます。  

食
育
事
業 

 

全

般

的

な

も
の 

朝 食 を 食 べ な い 若 者 が 目 に

付きます。うちの孫もその一

人です。改善方法は何かあり

ますか。  

生活リズムの見直しを含め、朝食

の必要性を理解した上で、朝食時

間を十分に確保することが大切で

す。また、バランスのとれた朝食を

自ら作ることができるよう支援す

ることも必要であると考えます。



今後も、そのような機会を増やし

ていきたいと思います。  

一 部 の 人 達 の み の 活 動 に な

っている。料理教室での減塩

のとりくみ、地産地消でも輪

の広がりがないと思います。 

関心のある方の実践に留まらず、

多くの市民が、料理教室だけでな

く家庭でも実践できるよう支援す

る必要があると考えています。そ

のため、学校や企業等を通じても

広く住民に情報提供を行っていき

たいと思います。  

「食」の大切さ、いろいろと

メニューがありますが、市民

の 参 加 行 動 等 関 心 が う す い

様 で す の で 関 係 団 体 と 連 携

し 密 に つ な が る 活 動 を 推 進

したいと…  

食環境の変化に伴い、特に若い世

代に食に関心がない方、また、優先

順位が低くなっている方が増えて

いることは承知しています。  

地域の関係機関のみなさんと一緒

にしっかりと情報を共有し、有効

な手段を検討し取り組んでいける

よう引き続き御協力をいただきま

すと幸いです。  

コロナ禍、市民を食育事業で

健康に導けるよう、事業の展

開が期待されます。  

コロナ禍において、食育事業を実

施する上で重要な手段である調理

実習、試食等を慎重に行わざるを

得ない状況です。特に小さい子ど

もや学生がそのような体験を通し

て学ぶ機会が減っていることが懸

念されます。市では、料理コンテス

ト等を開催し、学校等にも御協力

いただき子どもたちの食育体験の

機会を確保することで、食に関心

をもち、健全な食生活が実践でき

るよう取り組んでいます。  

また、これまでのライフステージ

ごとの食課題解決に向けた啓発に

加えて、自粛生活が続き、運動不足

や偏った食生活となり過食になる

方への対策や感染予防に必要な免

疫力が低下しないよう様々な場面

で情報提供を行っています。  

 

 

 

 

 

 

 



 ５．感染症予防事業について（２０～２１ページ）  

 御意見・御質問  市の考え方または対応  

予
防
接
種 

 ロタウイルス（令和２年１０

月から）は、どのような予防

注 射 で す か 。 お し え て 下 さ

い。  

ロ タ ウ イ ル ス は 胃 腸 炎 を お こ す

ウイルスです。口から侵入し、腸

管に感染して発症します。予防接

種は生ワクチン（弱毒化したウイ

ルス）で、飲むワクチンです。  

Ｂ類疾病定期予防接種、成人

用肺炎球菌ワクチンの 5 年き

ざみ（65・ 70・ 75・ 80・ 85・

90・95・100）のワクチンはど

の よ う な 方 法 で 市 民 に 知 ら

せておられるのでしょうか。 

成 人 用 肺 炎 球 菌 ワ ク チ ン の

大切さをチラシ等で周知を。 

対 象 者 に は ハ ガ キ で 個 別 通 知 を

しております。また、医療機関等

に ポ ス タ ー の 掲 示 や 広 報 等 で の

周知に努めております。  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染

拡 大 の 長 期 化 に 伴 う Ｐ Ｃ Ｒ

検査の対応、ワクチン開発、

医療機関設備の充実等々、情

報収集、政策を感染予防事業

に盛り込む必要を検討。 

現在、新型コロナウイルス感染症

に対する PCR 検査等については

山口県により実施されています。

今後、地域外来・検査センター設

置 に よ り 検 査 体 制 の 充 実 を 図 る

こととしております。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予

防 に つ い て 市 の 取 組 を 詳 細

に記載してほしい。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 に

ついては、市ホームページや広報

に取組等を掲載しています。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 に

ついて、何か対策を進めてい

ることがあればと思った。 

対策については、市内医療機関関

係者と協議を行い、検査体制の整

備等を協議しています。  

令 和 ２ 年 度 事 業 計 画 が 例 年

通 り と い う の で は ？ 形 骸 化

という印象です。感染症予防

事 業 は 現 在 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス に よ る 影 響 が 多 々 あ る

と思います。地域と時代のニ  

ー ズ へ の 対 応 が 必 要 だ と 思

います。市民各々が、意識、

知識、スキルをかえる必要は

あると思いますが、市として

感 染 症 予 防 事 業 に 全 く 記 載

が な い の は い か が な も の か

と思います。  

今回、令和２年度保健事業計画と

してお示ししたものは、令和２年

４月時点の年度当初計画です。よ

って、今回の計画には記載してお

りませんが、新型コロナウイルス

感染対策については、様々な取組

を行っておりますので、今後、協

議 会 の 中 で も 報 告 さ せ て い た だ

きます。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 の

疑 い が あ る 患 者 さ ん の 受 け

入れ、対応について記載があ

ると良いと思いました。 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 疑

い の あ る 患 者 の 受 け 入 れ 等 に つ

いては、県での対応となります。

市 民 の 皆 様 に お 知 ら せ す る こ と

がありましたら、市ホームページ

や広報等でお知らせします。  



 ６．地域医療対策事業について（２２～２３ページ）  

 御意見・御質問  市の考え方または対応  

一
次
救
急 

地区の行事は土・日・祝に開

催されることが多い。特に災

害 等 は 地 区 行 事 中 に 発 生 す

ると医者の不在が有り、対応

できず困ります。この点も考

慮して欲しい。  

日・祝日は休日当番医で診療を行

っており対応しています。  

全
般
的
な
こ
と 

他 の 市 町 村 と 比 較 し て 当 市

の 事 業 は 優 良 比 較 は ど う な

のか勉強したい。  

一概には言えませんが、公的医療

機 関 や 診 療 所 等 の 医 療 機 関 が 多

数あるため、市民の安心・安全に

つながっていると考えています。  

そ
の
他 

Ａ Ｅ Ｄ 設 置 講 習 の 修 了 書 交

付をもらっているが 1 回限

りなのか、又講習を受けるの

でしょうか。  

Ａ Ｅ Ｄ の ３ 時 間 講 習 を 受 講 さ れ

た方には修了証を発行しており、

３ 年 を 目 途 に 再 講 習 を 受 講 さ れ

ることを推奨しています。受講に

関するお問い合わせについては、

宇 部 山 陽 小 野 田 消 防 局 警 防 課 に

お願いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●その他  

（健康増進課事業に関する御意見や御提言等）  

御意見・御質問  市の考え方または対応  

厚狭准看護学院について、市民に

必要性のＰＲをして下さい。看護

師不足等  

医療体制を充実することで、市民の

安心・安全につながるため、地域医

療の担い 手であ る 准看護師 の養成

している 施設は 非 常に重要 である

と考えています。  

第二次健康増進計画は、各種の活

動（事業）を通して健康寿命を延

伸 さ せ 寿 命 ま で 元 気 に 過 ご し て

もらうというのが趣旨・目指すも

のである。令和元年度の事業を進

め た こ と に よ り こ の 趣 旨 は 達 成

されつつあるか。問題点は何か。

そ れ が 令 和 二 年 度 の 事 業 計 画 に

活かされているか。健康寿命がど

の 程 度 延 伸 し た か を 示 す 必 要 が

ある。  

当課が実 施して い る保健事 業につ

いては、全て健康寿命の延伸につな

がる事業であると考えています。し

たがって、実施している各事業につ

きましては、目標を設定し、実施後

に評価を行い、次年度に活かしてい

ます。各事業の目標を達成すること

で、健康寿命の延伸に寄与している

と考えています。  

また健康 寿命の 算 定方法に はいく

つか種類がありますが、市町単位で

算出可能である「日常生活動作が自

立している期間の平均」（山口県算

出）では、本市は男性は１４市中１

位、女性は５位となっており順位だ

けみると改善傾向にあります。  

健康寿命の数値目標については、現

在研究中です。  

ス マ イ ル エ イ ジ ン グ 関 連 事 業 が

積 極 的 に 進 め ら れ て い て と て も

期待できますが、SOS かたつむり

で 行 こ う 会 と の コ ラ ボ 事 業 も 進

めていけたらと思います。  

ＳＯＳかたつむりで行こう会（健康

増進計画運営委員会）は、市民と行

政が協働 して健 康 寿命の延 伸のた

めに、健 康づく り を推進し ていま

す。スマイルエイジングも市民の健

康寿命の 延伸を 目 指してい ること

から、今後も連携しながら進めてい

きたいと考えています。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策

により、様々な活動が縮小あるい

は 据 え 置 き の 状 態 に な っ て い る

が、終息の見通しが立たない場合

に備えて、何らかの対策は検討さ

れているのか。  

新型コロ ナウイ ル ス感染症 の拡大

状況においては、自粛生活をお願い

しています。そのような状況におい

ても、運動や健康相談等に対応する

ため、オンラインでの情報提供を行

うこととしています。  

様 々 な 健 康 増 進 事 業 に 対 す る 積

極 的 な 取 り 組 み に 敬 服 い た し ま

す。 

今後とも様々な取組、普及啓発に努

めていきます。  

こ れ か ら も 普 及 啓 発 を お 願 い し

ます。 

 


